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一
九
七
七
年
、
安
徽
省
阜
陽
県
双
古
堆
号
漢
墓
か
ら
、
多
量

の
竹
簡
と
と
も
に
三
点
の
木
贖
が
出
土
し
た
。
阜
陽
漢
簡
整
理
組

「
阜
陽
漢
簡
簡
介
」
（
『
文
物
』
一
九
七
八
年
第
八
期
）
に
よ
れ
ば
、

三
点
の
木
贖
の
う
ち
、
一
号
木
贖
は
ほ
ぼ
完
存
し
、
二
号
木
贖
と

三
号
木
贖
は
す
で
に
破
損
し
て
お
り
、
一
号
木
贖
に
は
正
背
両
面

を
そ
れ
ぞ
れ
三
段
に
分
け
て
「
子
日
北
方
有
獣
」
「
孔
子
臨
河
而
歎
」

「
衛
人
臨
子
路
」
な
ど
多
く
が
孔
子
お
よ
び
そ
の
門
人
に
か
か
わ

る
章
題
、
二
号
木
贖
木
贖
に
は
一
号
木
贖
と
同
様
の
形
式
で
「
晋

平
公
使
叔
昴
聘
於
呉
」
「
呉
人
入
郵
」
「
趙
襄
子
飲
酒
五
日
」
な
ど

春
秋
戦
国
期
の
故
事
を
含
む
章
題
、
三
号
木
贖
に
は
片
面
の
み
に

「
楽
論
」
「
智
遇
」
「
頌
学
」
な
ど
『
荀
子
』
に
似
た
儒
家
学
派
と

の
関
連
を
う
か
が
わ
せ
る
短
い
章
題
が
記
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、

序

言

中
国
研
究
集
刊
致
号
（
総
三
十
七
号
）
平
成
十
七
年
六
月
三
七
ー
五
三
頁

副
葬
品
の
銘
文
や
紀
年
な
ど
の
検
討
に
よ
っ
て
、
墓
主
は
汝
陰
侯

夏
侯
爾
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
卒
年
が
文

帝
十
五
年
（
前
一
六
五
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
阜
陽
簡
贖
の
下
限

は
卒
後
一
年
を
降
ら
な
い
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
注

1
)
0

一
号
木
贖
章
題
と
二
号
木
贖
章
題
お
よ
び
二
号
木
贖
章
題
と
同

類
の
内
容
を
も
つ
竹
簡
は
、
韓
自
強
『
阜
陽
漢
簡
《
周
易
》
研
究
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
四
年
）
所
収
「
附
録
一
阜
陽
西
漢

汝
陰
侯
墓
一
号
木
贖
《
儒
家
者
言
》
章
題
」
「
附
録
二
阜
陽
西
漢

汝
陰
侯
墓
二
号
木
贖
《
春
秋
事
語
》
章
題
及
相
関
竹
簡
」
に
図
版
・

翠
本
・
釈
文
が
公
表
さ
れ
た
（
注
2
)
。
そ
の
標
題
か
ら
も
知
ら
れ
る

ご
と
く
、
韓
氏
は
両
木
讀
を
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
著
作
の
章
題
と
見

な
し
、
一
号
木
贖
章
題
を
「
一
号
木
贖
《
儒
家
者
言
》
章
題
」
、

二
号
木
贖
章
題
お
よ
び
同
類
の
内
容
を
も
つ
竹
簡
を
「
二
号
木
贖

阜
陽
漠
墓
出
土
木
贖
章
題
考

一
号
・
―
一
号
木
贖
を
中
心
と
し
て

福

田

哲

之
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《
春
秋
事
語
》
章
題
及
相
関
竹
簡
」
と
仮
称
し
て
い
る
。
「
附
録
一
」

所
収
「
一
号
木
贖
《
儒
家
者
言
》
章
題
釈
文
考
証
」
と
「
附
録
二
」

所
収
「
二
号
木
贖
《
春
秋
事
語
》
章
題
及
相
関
竹
簡
釈
文
考
証
」

と
に
も
と
づ
き
、
両
木
贖
の
概
要
を
記
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
号
木
贖
は
、
長
さ
二
十
三

c
m、
幅
五
•
四

c
m、
厚
さ
O
·
I

cm
、
木
贖
の
正
面
と
背
面
と
を
そ
れ
ぞ
れ
上
中
下
三
段
に
区
切
っ

て
、
右
か
ら
左
に
章
題
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
正
面
は
上
段
が
七

行
、
中
段
が
八
行
、
下
段
が
九
行
、
背
面
は
上
段
•
中
段
が
各
九

行
、
下
段
が
五
行
で
、
末
尾
に
「
右
方
□
□
字
」
と
あ
り
、
全
部

で
四
十
七
条
の
章
題
を
有
す
る
。
内
容
は
大
半
が
孔
子
お
よ
び
そ

の
弟
子
の
言
行
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
字
跡
の
不

鮮
明
な
章
題
を
の
ぞ
き
、
大
部
分
が
先
秦
と
西
漢
時
期
の
著
作
中

に
見
え
、
『
説
苑
』
『
新
序
』
『
孔
子
家
語
』
な
ど
の
伝
存
文
献
と

の
間
に
密
接
な
関
連
が
う
か
が
わ
れ
る
。

二
号
木
贖
章
題
は
、
断
裂
し
た
残
片
を
接
合
し
た
結
果
、
一
号

木
贖
章
題
と
の
書
風
や
形
式
の
類
似
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
木

贖
の
長
さ
は
二
十
三

c
m、
幅
五
•
五

c
m、
正
面
と
背
面
と
を
そ
れ

ぞ
れ
上
中
下
三
段
に
区
切
っ
て
、
右
か
ら
左
に
章
題
が
書
写
さ
れ

て
い
る
。
正
面
の
上
段
は
わ
ず
か
に
章
題
五
行
を
存
す
る
の
み
で

あ
り
、
中
段
・
下
段
は
と
も
に
九
行
を
存
す
る
。
背
面
の
上
段
と

下
段
と
は
摩
滅
し
て
不
鮮
明
で
、
そ
れ
ぞ
れ
わ
ず
か
に
二
行
を
存

す
る
の
み
で
あ
り
、
中
段
は
七
行
を
存
す
る
。
こ
の
ほ
か
接
合
し

難
い
残
片
が
あ
り
、
両
面
で
七
行
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
二
号
木

贖
は
全
部
で
四
十
の
章
題
を
有
す
る
が
、
そ
の
中
の
十
四
章
は
残

存
字
が
き
わ
め
て
少
な
い
た
め
、
出
所
が
不
明
で
あ
る
。

一
号
木
贖
章
題
と
二
号
木
贖
章
題
の
資
料
的
意
義
に
つ
い
て
は
、

『
説
苑
』
『
新
序
』
『
孔
子
家
語
』
な
ど
の
伝
存
文
献
と
の
共
通
性

が
注
目
さ
れ
、
と
く
に
長
ら
く
魏
の
王
粛
の
偽
作
と
見
な
さ
れ
て

き
た
『
孔
子
家
語
』
の
信
憑
性
を
裏
付
け
る
新
資
料
と
し
て
重
視

さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
文
献
的
性
格
に
つ
い
て
は
、

上
述
し
た
韓
自
強
氏
の
ご
と
く
、
一
号
木
贖
章
題
と
二
号
木
韻
章

題
お
よ
び
相
関
竹
簡
と
を
別
個
の
著
作
の
章
題
と
み
る
見
解
と
、

後
述
す
る
胡
平
生
氏
（
「
阜
陽
双
古
堆
漢
簡
典
《
孔
子
家
語
》
」
〈
『
国

学
研
究
』
第
七
巻
、
北
京
大
学
出
版
社
、
二

0
0
0年
〉
）
の
ご
と

く
、
一
号
木
贖
章
題
と
二
号
木
贖
章
題
お
よ
び
相
関
竹
簡
と
を
同

種
の
著
作
と
み
る
見
解
と
が
対
立
し
、
未
だ
決
着
を
見
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
一
号
・
ニ
号
木
贖
章
題
と
伝
存
文
献
と
の
比
較
考

察
を
行
う
た
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
ま
ず
両
木
贖
の
資
料

的
性
格
に
つ
い
て
の
十
分
な
吟
味
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、

近
年
の
研
究
で
は
こ
う
し
た
点
を
曖
昧
に
し
た
ま
ま
、
専
ら
『
孔

子
家
語
』
偽
書
説
の
打
破
と
い
う
面
に
議
論
が
偏
る
傾
向
が
う
か

が
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
胡
氏
の
見
解
の
検
証
を
通
し
て

一
号
木
贖
章
題
と
二
号
木
贖
章
題
と
の
文
献
的
性
格
を
考
察
し
、

両
者
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
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検
討
に
あ
た
っ
て
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
一
号
・

二
号
木
贖
章
題
が
い
ず
れ
も
各
章
の
冒
頭
部
分
を
章
題
と
し
て
引

用
す
る
形
式
を
も
ち
、
そ
の
ま
ま
で
は
章
の
内
容
を
把
握
し
が
た

い
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
両
者
の
内
容
に
つ

い
て
の
検
討
が
可
能
と
な
る
の
は
、
両
者
の
章
題
と
『
説
苑
』
『
新

序
』
な
ど
の
伝
存
文
献
と
の
間
に
緊
密
な
共
通
性
が
見
い
だ
さ
れ

る
こ
と
に
よ
る
。
し
た
が
っ
て
以
下
の
比
較
に
あ
た
っ
て
は
、
一

号
・
ニ
号
木
贖
章
題
と
と
も
に
両
者
と
共
通
す
る
『
説
苑
』
『
新
序
』

な
ど
の
伝
存
文
献
の
本
文
を
並
記
す
る
こ
と
と
し
た
（
注
3
)
。
な
お
、

複
数
の
伝
存
文
献
に
共
通
す
る
内
容
が
見
い
だ
さ
れ
る
場
合
は
、

章
題
本
文
と
共
通
性
の
高
い
文
献
の
本
文
を
掲
げ
た
。
た
だ
し
、

そ
の
目
的
は
あ
く
ま
で
も
各
章
の
全
体
的
な
内
容
を
提
示
す
る
点

に
あ
り
、
細
部
に
お
け
る
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
問
題
の
対

象
と
し
て
い
な
い
。

本
章
で
は
、
胡
平
生
「
阜
陽
双
古
堆
漢
簡
典
《
孔
子
家
語
》
」

の
見
解
に
つ
い
て
、
そ
の
根
拠
を
整
理
し
、
問
題
の
所
在
を
明
ら

か
に
し
て
お
き
た
い
。
胡
氏
は
、
一
号
木
閥
章
題
と
二
号
木
閥
章

題
お
よ
び
胡
氏
が
『
説
類
雑
事
』
（
以
下
、
胡
氏
に
従
い
『
説
類
』

簡
と
略
記
）
と
仮
称
す
る
相
関
竹
簡
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下

す
な
わ
ち
胡
氏
は
、
劉
向
の
編
述
に
か
か
る
『
説
苑
』
『
新
序
』

と
胡
氏
が
孔
安
国
の
編
述
と
推
定
す
る
『
孔
子
家
語
』
と
は
同
一

の
材
料
を
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
重
点
を
お
い
た
も
の
で
あ
る
と

し
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
阜
陽
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
一
号
木
贖
章

号
木
贖
章
題
お
よ
び
『
説
類
』
簡
は
同
種
の
著
作
で
あ
り
、

題
と

我
憫
推
測
劉
向
編
撰
《
説
苑
》
《
新
序
》
奥
孔
安
國
編
撰
《
家

語
》
用
的
是
同
一
批
材
料
而
各
有
側
重
、
一
個
重
要
的
出
肢

黙
是
、
我
何
把
阜
陽
雙
古
堆
墓
雨
塊
木
贖
和
《
説
類
》
簡
看

作
是
同
一
種
書
、
不
是
雨
種
或
多
種
書
。

雙
古
堆
一
琥
贖
章
題
専
記
孔
門
師
生
言
行
、
二
琥
贖
章
題

和
《
説
類
》
簡
同
《
説
苑
》
《
新
序
》
等
書
内
容
可
合
、
其
中

也
不
是
完
全
没
有
闊
於
孔
子
及
門
弟
子
的
言
論
事
迩
、
雨
贖

典
残
簡
没
有
本
質
的
差
別
。
従
其
他
方
面
綜
合
考
慮
、
雨
贖

典
残
簡
書
風
完
全
一
致
、
字
腔
大
小
・
行
款
也
相
同
、
雨
贖

形
制
格
式
也
一
様
、
都
是
正
反
雨
面
書
窟
、
毎
面
上
中
下
窟

三
行
。
総
之
、
應
嘗
認
為
雨
贖
輿
残
簡
乃
是
同
一
種
書
、
而

不
是
雨
種
以
上
的
不
同
的
書
。
即
不
能
説
一
琥
贖
是
《
家
語
》

的
節
録
或
原
始
的
本
子
、
而
二
琥
贖
和
《
説
類
》
簡
是
《
説

苑
》
《
新
序
》
的
節
録
或
原
始
的
本
子
、
も
何
都
是
《
説
苑
》

《
新
序
》
《
家
語
》
共
同
的
原
始
的
本
子
。

の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

(39) 



二
種
以
上
の
異
な
っ
た
著
作
で
は
な
い
と
見
な
し
て
い
る
。
そ
の

根
拠
は
以
下
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

I
．
一
号
木
贖
章
題
は
孔
子
と
そ
の
門
弟
の
言
行
を
中
心
と
し
、

二
号
木
讀
章
題
お
よ
び
『
説
類
』
簡
は
『
説
苑
』
や
『
新
序
』

な
ど
の
内
容
と
合
致
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
孔
子
お
よ

び
門
弟
の
言
行
に
関
わ
る
内
容
が
皆
無
な
わ
け
で
は
な
く
、

二
つ
の
木
贖
と
『
説
類
』
簡
と
に
本
質
的
な
差
異
は
な
い
。

II
．
二
つ
の
木
贖
章
題
と
『
説
類
』
簡
の
書
風
は
完
全
に
一
致

し
、
字
体
の
大
小
・
字
配
り
も
同
一
で
、
二
つ
の
木
贖
章
題

の
形
式
も
合
致
し
て
い
る
。

次
章
以
降
で
は
、
こ
の
二
点
を
中
心
に
検
討
を
加
え
て
い
く
わ

け
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
胡
氏
が
二
つ
の
木
贖
と
と
も
に
同
種
の
著

作
と
見
な
す
『
説
類
』
簡
の
問
題
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
胡
氏
は
『
説

類
』
簡
に
つ
い
て
以
下
の
ご
と
く
説
明
し
、
伝
存
文
献
と
の
対
応
が
見

ら
れ
る
五
十
五
章
を
各
文
献
の
冒
頭
部
を
引
用
す
る
形
式
で
列
挙
し

て
い
る
。闊

於
這
部
分
記
録
春
秋
戦
國
歴
史
奥
人
物
故
事
・
可
典
傭
世

的
《
説
苑
》
《
家
語
》
《
新
序
》
《
左
偲
》
等
書
相
合
的
残
簡
、

我
門
定
名
為
《
説
類
雑
事
》
。
這
些
簡
片
、
能
興
前
述
偲
世
的

古
籍
文
字
基
本
相
合
者
約
5
0
餘
章
、
我
何
按
習
慣
以
今
本
篇

章
首
句
為
題
排
列
、
各
章
賓
際
所
存
簡
片
多
寡
不
等
、
或
多

至
十
餘
片
、
一
簡
十
幾
二
十
字
、
或
僅
存
・
ニ
片
、
一
片

只
敷
字
、
隔
於
《
説
類
》
的
簡
片
敷
量
根
多
、
有
些
我
何
尚

未
能
挟
到
出
慮
、
有
些
因
残
破
過
甚
而
不
便
落
賞
、
有
的
人

名
多
種
古
籍
多
慮
篇
章
重
見
不
宜
確
指
、
所
以
可
倣
的
工
作

還
根
多
、
将
束
肯
定
還
有
不
少
簡
片
可
以
同
偲
世
的
古
籍
封

得
上
。
我
何
的
重
黙
是
探
討
這
批
竹
簡
同
偲
世
古
書
的
闊
係
、

現
有
的
材
料
似
乎
已
経
能
骸
説
明
一
些
問
題
。
以
下
是
《
説

類
》
簡
可
奥
今
本
古
書
相
合
的
章
節
。

こ
れ
に
対
し
て
韓
氏
は
「
二
号
木
贖
《
春
秋
事
語
》
章
題
及
相

関
竹
簡
釈
文
考
証
」
の
な
か
で
、
「
二
号
木
贖
《
春
秋
事
語
》
章
題
」

の
解
説
に
続
き
「
相
関
竹
簡
」
二
十
五
章
に
つ
い
て
、
以
下
の
ご

と
く
説
明
し
て
い
る
。

男
在
竹
簡
裏
挟
到
同
類
性
質
的
竹
簡
近
百
條
。
経
於
《
説
苑
》

《
新
序
》
《
左
博
》
《
國
語
》
等
今
本
文
献
裏
挟
到
相
同
的
内

容
、
得
二
十
五
章
、
加
上
章
題
的
二
十
八
章
、
共
得
五
十
三

尚
餘
敷
百
條
還
待
査
挟
。

胡
氏
の
『
説
類
』
簡
と
韓
氏
の
「
相
関
竹
簡
」
と
は
同
一
の
資

料
を
指
す
と
見
な
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
、

胡
氏
の
五
十
五
章
に
は
韓
氏
の
二
十
五
章
に
は
見
ら
れ
な
い
三
十

章
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
の
竹
簡
に
つ
い
て
は
、
未
だ
釈
文
や
図
版
・
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本
章
で
は
、

緑
本
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
胡
氏
が
「
隔
於
《
説
類
》

的
簡
片
敷
量
根
多
、
有
些
我
何
尚
未
能
挟
到
出
慮
」
と
述
べ
、
ま

た
韓
氏
も
「
尚
餘
敷
百
條
還
待
査
挟
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら

推
測
す
れ
ば
、
『
説
類
』
簡
•
「
相
関
竹
簡
」
に
つ
い
て
は
、
資
料

の
認
定
に
な
お
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
未
だ
確
定
し
た

資
料
と
し
て
検
討
を
加
え
得
る
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。
た
だ
し
、
『
説
類
』
簡
の
な
か
に
は
一
号
木
贖
章
題
に
対
応
す

る
内
容
を
も
っ
た
簡
は
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
少
な
く
と
も
一
号

木
贖
章
題
が
『
説
類
』
簡
の
章
題
に
あ
た
る
可
能
性
は
否
定
さ
れ

る
。
ま
た
、
二
号
木
贖
章
題
と
『
説
類
』
簡
・
「
相
関
竹
簡
」
と
が

春
秋
戦
国
期
の
故
事
を
中
心
と
す
る
同
類
の
性
格
を
も
つ
点
に
つ

い
て
は
異
論
が
な
い
こ
と
か
ら
、
一
号
木
贖
章
題
木
讀
と
二
号
木

閥
章
題
と
の
関
係
が
明
ら
か
と
な
れ
ば
、
基
本
的
に
は
そ
れ
を
一

号
木
讀
章
題
と
『
説
類
』
簡
あ
る
い
は
「
相
関
竹
簡
」
と
の
関
係

と
し
て
理
解
し
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、

以
下
に
お
い
て
は
不
確
定
要
素
の
認
め
ら
れ
る
『
説
類
』
簡
•
「
相

関
竹
簡
」
を
ひ
と
ま
ず
対
象
か
ら
除
外
し
、
一
号
木
贖
章
題
と
ニ

号
木
贖
章
題
と
の
関
係
を
中
心
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

号
木
韻
章
題
と

一
号
木
贖
章
題
と
の
内
容
に
本

質
的
な
差
異
は
な
い
と
す
る
根
拠

I
に
つ
い
て
、
ま
ず
一
号
木
贖

章
題
の
内
容
を
見
て
み
よ
う
。

一
号
木
贖
章
題
四
十
七
章
の
う
ち
、
伝
存
文
献
と
の
対
応
か
ら

内
容
を
把
握
し
得
る
章
は
三
十
七
章
、
章
題
か
ら
登
場
人
物
の
一

部
が
特
定
さ
れ
る
章
は
七
章
あ
る
。
こ
の
四
十
四
章
の
う
ち
、
第

五
章
•
第
六
章
を
除
く
四
十
二
章
は
、
孔
子
お
よ
び
弟
子
の
言
行

か
ら
な
り
、
四
十
二
章
中
三
十
三
章
に
孔
子
が
登
場
す
る
(
[
別

表
こ
参
照
）
。
以
下
に
具
体
例
と
し
て
、
第
二
十
三
章
と
第
三
十

九
章
と
を
掲
げ
る
。

第
二
十
三
章
章
題
「
子
韻
問
孔
子
日
賜
為
人
下
」

・
『
説
苑
』
巻
二
、
臣
術

子
貢
問
孔
子
日
、
賜
為
人
下
、
而
未
知
所
以
為
人
下
之
道
也
。

孔
子
日
、
為
人
下
者
、
其
猶
土
乎
。
種
之
則
五
穀
生
焉
、
掘

之
則
甘
泉
出
焉
、
草
木
植
焉
、
禽
獣
育
焉
、
生
人
立
焉
、
死

人
入
焉
、
多
其
功
而
不
言
。
為
人
下
者
、
其
猶
土
乎
゜

第
二
十
三
章
は
、
人
の
下
と
な
る
ゆ
え
ん
に
つ
い
て
の
子
貢
の

質
問
に
対
し
て
、
孔
子
が
土
を
例
に
そ
の
意
義
を
説
く
内
容
で
あ

り
、
定
州
漢
墓
竹
簡
『
儒
家
者
言
』
ニ
・
『
荀
子
』
発
問
篇
・
『
韓

詩
外
伝
』
巻
七
・
『
孔
子
家
語
』
困
誓
篇
に
も
同
様
の
話
が
見
え
る
。

十
九
章
章
題
「
曾
子
有
疾
公
孟
問
之
」
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・
『
説
苑
』
巻
十
九
、
修
文

曾
子
有
疾
、
孟
儀
往
問
之
。
曾
子
日
、
鳥
之
将
死
、
必
有
悲

誓
。
君
子
集
大
辟
、
必
有
順
辟
。
證
有
三
儀
、
知
之
乎
。
封

日
、
不
識
也
。
曾
子
日
、
坐
、
吾
語
汝
。
君
子
脩
證
以
立
志
、

則
貪
慾
之
心
不
束
。
君
子
思
證
以
脩
身
、
則
怠
惰
慢
易
之
節

不
至
。
君
子
脩
證
以
仁
義
、
則
念
争
暴
乱
之
辟
遠
。
若
夫
竿

鎗
俎
、
列
箆
豆
、
此
有
司
之
事
也
、
子
雖
勿
能
、
可
也
。

第
三
十
九
章
は
、
臨
終
の
孟
儀
に
「
立
志
」

義
」
か
ら
な
る
礼
の
三
儀
を
説
く
内
容
で
あ
り
、
『
給

に
も
同
様
の
話
が
見
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
号
木
贖
章
題
に
お
い
て
孔
子
や
弟
子
が
登
場

す
る
章
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
儒
家
に
関
わ
る
主
題
を
有
し
て

い
る
。
そ
れ
で
は
、
孔
子
や
弟
子
が
登
場
し
な
い
第
五
•
第
六

章
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

第
五
章
章
題
「
陽
子
日
事
可
之
貧
」

・
『
説
苑
』
巻
十
三
、
権
謀

楊
子
曰
、
事
之
可
以
之
貧
、
可
以
之
富
者
、
其
傷
行
者
也
。

事
之
可
以
之
生
、
可
以
之
死
者
、
其
傷
勇
者
也
。
僕
子
日
、

楊
子
智
而
不
知
命
、
故
其
知
多
疑
。
語
日
、
知
命
者
不
惑
。

晏
嬰
是
也
。

第
五
は
、
楊
朱
の
に
対
す
る
僕
子
の
批
判
が
記
さ
れ
て

い
る
。
僕
子
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
「
楊
子
は
智
に
し
て
命

を
知
ら
ず
、
故
に
其
の
知
は
疑
い
多
し
」
と
の
発
言
や
、
「
命
を
知

る
者
は
惑
わ
ず
。
晏
嬰
是
れ
な
り
」
と
の
記
述
か
ら
、
儒
家
に
よ

る
楊
朱
批
判
を
主
題
と
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
白
公
勝
試
其
君
」

・
『
新
序
』
巻
八
、
義
勇

白
公
勝
将
試
楚
恵
王
、
王
出
亡
。
令
手
司
馬
皆
死
。
抜
靱
而

隔
之
於
屈
應
、
日
、
子
輿
我
、
将
舎
子
。
子
不
典
我
、
必
殺

子
。
麿
日
、
子
殺
叔
父
、
而
求
福
於
麿
也
、
可
乎
。
吾
聞
、

知
命
之
士
、
見
利
不
動
、
臨
死
不
恐
。
為
人
臣
者
、
時
生
則

生
、
時
死
則
死
、
是
謂
人
臣
之
證
。
故
上
知
天
命
、
下
知
臣

道
、
其
有
可
劫
乎
、
子
胡
不
推
之
。
白
公
勝
乃
内
其
靱
°

第
六
は
、
白
公
勝
の
裔
迫
に
屈
せ
ず
臣
道
を
つ
ら
ぬ
い
た
屈

の
説
話
で
あ
り
、
定
州
漢
墓
竹
簡
『
儒
家
者
言
』
二
十
に
も
同

様
の
話
が
見
え
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
屈
麿
の
発
言
の
な
か
に

「
知
命
之
士
」
「
人
臣
之
證
」
「
天
命
」
「
臣
道
」
な
ど
の
儒
家
と

の
関
連
を
う
か
が
わ
せ
る
語
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
し
か
も

「
吾
聞
く
知
命
の
士
は
、
利
を
見
て
動
か
ず
、
死
に
臨
み
て
恐
れ

ず
。
人
の
臣
為
る
者
は
、
時
生
く
れ
ば
則
ち
生
き
、
時
死
す
れ
ば

則
ち
死
す
、
是
れ
人
臣
の
礼
と
謂
う
。
故
に
上
は
天
命
を
知
り
、
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下
は
臣
道
を
知
る
」
と
の
発
言
は
、
例
え
ば
『
論
語
』
憲
問
篇
の

「
子
路
、
成
人
を
問
う
。
子
日
く
、
…
…
今
の
成
人
は
、
何
ぞ
必

ず
し
も
然
ら
ん
。
利
を
見
て
は
義
を
思
い
、
危
う
き
を
見
て
は
命

を
授
く
、
久
要
、
平
生
の
言
を
忘
れ
ざ
る
、
亦
以
て
成
人
と
為
す

べ
し
」
と
符
合
し
、
こ
の
孔
子
の
言
に
従
え
ば
、
屈
麿
は
ま
さ
に

「
成
人
」
と
な
す
べ
き
人
物
と
見
な
さ
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
点
を

考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
説
話
は
、
単
に
春
秋
期
の
故
事
を
記
し
た
も

の
で
は
な
く
、
孔
子
の
教
え
を
体
現
す
る
人
物
を
主
題
と
し
た
儒

家
的
性
格
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
孔
子
や
弟
子
が
登
場
し
な
い
第
五
章
•
第
六
章

に
も
、
孔
子
や
弟
子
が
登
場
す
る
他
の
章
と
同
様
、
儒
家
に
関
わ

る
主
題
が
認
め
ら
れ
、
一
号
木
贖
章
題
に
は
儒
家
系
の
著
作
と
し

て
の
一
貫
し
た
編
述
意
図
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
前
章
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
二
号
木
贖
章
題
の
内
容

を
見
て
み
よ
う
。
二
号
木
贖
章
題
残
存
四
十
章
に
お
い
て
、
伝
存

文
献
と
の
対
応
か
ら
内
容
を
把
握
し
う
る
二
十
三
章
の
う
ち
、
孔

子
や
弟
子
の
名
が
見
ら
れ
る
の
は
第
七
章
•
第
十
五
章
•
第
二
十

六
章
の
三
章
で
あ
る
。
他
の
二
十
二
章
は
、
春
秋
戦
国
期
の
王
や

諸
侯
と
い
っ
た
為
政
者
と
臣
下
な
ど
と
の
問
答
か
ら
な
り
、
そ
の

内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
説
話
に
為
政
者
の

行
為
に
対
し
て
臣
下
な
ど
が
諌
言
や
助
言
を
お
こ
な
う
と
い
う
共

通
し
た
主
題
•
構
造
が
認
め
ら
れ
る
(
[
別
表
二
]
参
照
）
。
以
下

に
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
第
十
九
章
と
第
二
十
七
章
と
を
掲
げ
る
。

第
十
九
章
章
題
「
景
公
為
豪
豪
成
」

・
『
説
苑
』
巻
九
、
正
諌

景
公
為
豪
、
蛋
成
、
又
欲
為
鍾
。
晏
子
諫
日
、
君
不
勝
欲
、

為
蛋
、
今
復
欲
為
鍾
、
是
重
倣
於
民
、
民
之
哀
突
。
夫
倣
民

之
哀
而
以
為
築
、
不
祥
。
景
公
乃
止
。

第
十
九
章
は
、
台
を
造
成
し
た
上
に
さ
ら
に
鐘
を
作
ろ
う
と
し

た
景
公
に
対
し
て
、
晏
子
が
民
の
苦
し
み
か
ら
そ
の
非
を
説
く
内

容
で
あ
る
。
『
晏
子
春
秋
』
内
篇
、
諫
下
に
も
同
様
の
話
が
見
え
、

二
号
木
讀
章
題
の
説
話
に
お
け
る
主
題
・
構
造
の
典
型
例
と
見
な

さ
れ
る
。

第
二
十
七
章
章
題
「
趙
襄
子
飲
酒
五
日
」

・
『
新
序
』
巻
六
、
刺
奢

趙
襄
子
飲
酒
五
日
五
夜
、
不
暖
酒
。
謂
侍
者
日
、
我
誠
邦
士

也
。
夫
飲
酒
五
日
五
夜
突
。
而
殊
不
病
。
優
莫
日
、
君
勉
之
、

不
及
紺
二
日
耳
。
紺
七
日
七
夜
、
今
君
五
日
。
襄
子
憚
、
謂

優
莫
日
、
然
則
吾
亡
乎
。
優
莫
日
、
不
亡
。
襄
子
日
、
不
及
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紺
二
日
耳
、
不
亡
何
待
。
優
莫
日
、
架
紆
之
亡
也
遇
湯
武
。

今
天
下
盛
架
也
、
而
君
紺
也
、
架
紺
並
世
、
焉
能
相
亡
。
然

亦
殆
突
。

第
二
十
七
章
は
、
五
日
五
夜
の
飲
酒
に
も
つ
ぶ
れ
な
い
酒
豪
を

誇
る
趙
襄
子
に
対
し
て
、
優
莫
が
紺
王
の
七
日
七
夜
の
記
録
に
追

い
つ
く
よ
う
に
励
め
と
け
し
か
け
、
自
分
は
紺
王
の
よ
う
に
滅
び

る
の
か
と
恐
れ
た
趙
襄
子
に
対
し
て
、
い
ま
の
天
下
の
状
況
は
架

紺
の
時
代
よ
り
も
さ
ら
に
危
う
い
こ
と
を
説
く
内
容
で
あ
る
。
こ

の
説
話
の
場
合
は
、
趙
襄
子
の
愚
行
に
同
調
す
る
よ
う
に
見
せ
て

そ
の
非
を
説
く
、
逆
説
的
な
諫
言
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
孔
子
や
弟
子
の
名
が
見
ら
れ
る
第
七
章
•
第
十
五

章
•
第
二
十
六
章
の
主
題
・
構
造
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、

順
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

第
七
章
章
題
「
口
王
召
孔
子
」
（
注
4
)

・
『
説
苑
』
巻
十
七
、
雑
言

楚
昭
王
召
孔
子
、
将
使
執
政
而
封
以
書
社
七
百
。
子
西
謂
楚

王
日
、
王
之
臣
用
兵
有
如
子
路
者
乎
。
使
諸
侯
有
如
宰
予
者

乎
。
長
官
五
官
有
如
子
貢
者
乎
。
昔
文
王
慮
郵
、
武
王
慮
鏑
、

郵
鏑
之
間
、
百
乗
之
地
、
伐
上
殺
主
、
立
為
天
子
、
世
皆
日

聖
王
。
今
以
孔
子
之
賢
、
而
有
書
社
七
百
里
之
地
、
而
三
子

佐
之
、
非
楚
之
利
也
。
楚
王
遂
止
。
夫
善
悪
之
難
分
也
、
聖

人
猶
見
疑
、
而
況
於
賢
者
乎
。
是
以
賢
聖
竿
合
、
餡
誤
常
興

也
。
故
有
千
歳
之
乱
、
而
無
百
歳
之
治
、
孔
子
之
見
疑
、
登

不
痛
哉
。

第
七
は
、
孔
子
を
召
し
か
か
え
よ
う
と
し
た
楚
の
昭
王
に
対

し
て
子
西
が
、
子
路
・
宰
予
•
子
貢
と
い
っ
た
有
能
な
弟
子
を
も

つ
孔
子
は
、
楚
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
危
険
人
物
で
あ
る
と
し
、

そ
の
非
を
説
く
内
容
で
あ
る
。
為
政
者
に
対
す
る
臣
下
の
諫
言
と

い
う
点
で
、
二
号
木
贖
章
題
の
他
の
章
と
共
通
の
主
題
・
構
造
が

認
め
ら
れ
る
。
孔
子
や
弟
子
の
名
が
見
え
る
と
言
っ
て
も
、
直
接

儒
家
思
想
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
一
号
木
贖
章
題
の
説
話
と

は
明
ら
か
に
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。

第
十
五
章
章
題
「
簡
子
有
臣
手
悼
」

・
『
説
苑
』
巻
二
、
臣
術

簡
子
有
臣
手
綽
．
赦
蕨
。
簡
子
日
、
蕨
愛
我
、
諫
我
必
不
於

衆
人
中
。
綽
也
不
愛
我
、
諫
我
必
於
衆
人
中
。
手
綽
日
、
蕨

也
愛
君
之
醜
、
而
不
愛
君
之
過
也
。
臣
愛
君
之
過
、
而
不
愛

君
之
醜
。
孔
子
日
、
君
子
哉
手
綽
。
面
砦
不
面
署
也
。

第
十
五
章
は
、
手
綽
•
赦
蕨
の
諫
言
の
や
り
方
に
対
す
る
簡
子

の
評
価
に
対
し
て
、
手
綽
が
み
ず
か
ら
の
諫
言
の
意
図
を
説
く
と

い
う
内
容
で
あ
り
、
『
呂
氏
春
秋
』
達
鬱
篇
に
も
同
様
の
話
が
見
え
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る
。
外
面
を
気
に
し
て
諫
言
の
意
味
を
理
解
し
な
い
簡
子
を
正
す

と
い
う
点
で
、
や
は
り
他
の
章
と
同
様
の
主
題
・
構
造
を
も
つ
。

こ
の
説
話
で
は
手
綽
の
発
言
に
簡
子
が
い
か
な
る
態
度
を
と
っ
た

か
は
記
さ
れ
ず
、
代
わ
り
に
手
綽
に
対
す
る
孔
子
の
評
語
が
末
尾

に
付
加
さ
れ
て
い
る
。
孔
子
は
簡
子
と
弄
綽
と
の
問
答
の
枠
外
に

あ
っ
て
、
批
評
者
と
し
て
の
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
説
話
の

主
題
は
、
あ
く
ま
で
も
簡
子
と
手
綽
と
の
問
答
に
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
登
場
人
物
と
は
直
接
関
わ
ら
な
い
形
で
、
末
尾
に
孔
子
の

評
語
が
記
さ
れ
る
例
は
、
一
号
木
讀
章
題
の
説
話
に
は
見
い
だ
さ

れ
な
い
。

第
二
十
六
章
章
題
「
魯
孟
猷
子
聘
於
晉
」

・
『
新
序
』
巻
六
、
刺
奢

魯
孟
獣
子
聘
於
晉
、
韓
宣
子
腸
之
、
三
徒
、
鍾
石
之
懸
不
移

而
具
。
猷
子
日
、
富
哉
家
。
宣
子
日
、
子
之
家
執
輿
我
家
富
。

献
子
日
、
吾
家
甚
貧
、
惟
有
二
士
日
顔
回
・
荻
無
霊
者
、
使

吾
邦
家
安
平
、
百
姓
和
協
。
惟
此
二
者
耳
、
吾
盛
於
此
突
。

客
出
、
宣
子
日
、
彼
君
子
也
、
以
養
賢
為
富
。
我
郡
人
也
、

以
鍾
石
金
玉
為
富
。
孔
子
日
、
孟
猷
子
之
富
、
可
著
於
春
秋
。

第
二
十
六
章
は
、
物
質
的
な
富
を
誇
る
韓
宣
子
が
、
自
分
の
家

は
貧
し
い
が
顔
回
・
絃
無
霊
と
い
う
賢
者
が
い
る
だ
け
で
十
分
で

あ
る
と
答
え
た
孟
献
子
の
言
葉
に
、
お
の
れ
の
愚
か
さ
を
悟
る
と

い
う
内
容
で
あ
る
。
孟
献
子
の
発
言
は
直
接
に
韓
宣
子
を
諫
め
た

も
の
で
は
な
い
が
、
結
果
的
に
韓
宣
子
の
反
省
を
促
す
こ
と
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
他
の
章
と
共
通
し
た
主
題
・
構

造
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
先
の
第
十
五
章
と
同
様
、
末
尾

に
孟
献
子
の
富
に
対
す
る
孔
子
の
評
語
が
付
さ
れ
る
が
、
主
題
は

あ
く
ま
で
も
韓
宣
子
と
孟
献
子
と
の
問
答
に
あ
る
。

本
章
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
二
号
木
贖
章
題
に
お
い
て
孔
子
や
弟

子
の
名
が
見
ら
れ
る
第
七
章
•
第
十
五
章
•
第
二
十
六
章
の
三
章

は
、
い
ず
れ
も
二
号
木
贖
章
題
の
他
の
章
と
共
通
し
た
主
題
・
構

造
を
も
ち
、
一
号
木
贖
章
題
と
は
性
格
を
異
に
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
（
注
5
)
0

以
上
、
前
章
と
本
章
に
わ
た
り
、
一
号
木
贖
章
題
と
二
号
木
韻

章
題
と
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
、
一
号
木

贖
章
題
に
お
い
て
孔
子
や
弟
子
が
登
場
し
な
い
章
に
も
、
一
号
木

贖
章
題
の
他
の
章
と
同
じ
く
儒
家
に
関
わ
る
主
題
の
共
通
性
が
認

め
ら
れ
、
逆
に
二
号
木
贖
章
題
に
お
い
て
孔
子
や
弟
子
の
名
が
み

え
る
章
に
も
、
二
号
木
贖
章
題
の
他
の
章
と
同
じ
く
為
政
者
に
対

す
る
諫
言
と
い
う
主
題
•
構
造
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
た
。
し
た

が
っ
て
、
一
号
木
贖
章
題
と
二
号
木
讀
章
題
と
の
内
容
に
本
質
的

な
差
異
は
な
い
と
す
る
胡
氏
の
根
拠
は
首
肯
し
が
た
く
、
む
し
ろ
、

両
者
の
内
容
に
は
明
確
な
主
題
の
相
違
が
認
め
ら
れ
、
両
者
は
そ

れ
ぞ
れ
編
述
意
図
を
異
に
す
る
別
種
の
著
作
の
章
題
と
見
る
の
が
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続
い
て
、
書
風
や
形
式
に
か
か
わ
る
根
拠
JI
に
つ
い
て
、
検
討

を
加
え
て
み
よ
う
。
書
風
や
形
式
の
一
致
は
、
書
写
者
や
書
写
さ

れ
た
状
況
の
共
通
性
を
示
す
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
ら
が
同
種
の
文

献
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
例
え
ば
、
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
『
老

子
甲
本
』
と
巻
後
の
四
種
の
古
侠
書
『
五
行
』
『
九
主
』
『
明
君
』

『
徳
聖
』
と
は
同
一
の
吊
書
に
書
写
さ
れ
て
お
り
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
書
風
・
形
式
は
一
致
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
内
容
を
異
に
し
、

道
家
系
の
『
老
子
』
に
対
し
て
『
五
行
』
は
明
ら
か
に
儒
家
系
に

属
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
全
て
を
同
種
の
著
作
と
見
な
す
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
し
か
も
吊
書
や
竹
簡
と
異
な
り
、
木
贖
は
単
独
の
使

用
を
前
提
と
し
た
形
態
で
あ
り
（
注
6
)
、
銀
雀
山
漢
墓
か
ら
出
土
し

た
『
孫
子
兵
法
』
や
『
守
法
守
令
等
十
三
篇
』
の
篇
題
木
贖
の
例

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
牧
巻
さ
れ
た
冊
書
の
外
面
に
縄
で
繋
縛
し

て
題
答
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
注
7
)
0

こ
う
し
た
木
贖
の
性
格
は
、
一
号
木
贖
章
題
・
ニ
号
木
贖
章
題

の
形
式
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
一
号
木
贖
章
題
の
背
面
•
第
三

段
の
末
尾
に
は
「
右
方
□
口
字
」
の
文
字
が
見
え
、
図
版
・
緑
本

に
よ
れ
ば
「
冊
」
の
文
字
も
確
認
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

四

妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

部
分
は
章
題
の
字
数
・
章
数
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も

「
iHt
」
の
文
字
の
存
在
か
ら
、
一
号
木
贖
章
題
の
表
裏
に
記
さ
れ

た
四
十
七
章
が
一
っ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
二
号
木
贖
章
題
は
訣
失
に
よ
り
末
尾
に

字
数
や
章
数
の
表
記
が
存
在
し
た
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
図
版
・

翠
本
に
よ
れ
ば
残
存
す
る
背
面
の
下
段
に
は
文
字
の
痕
跡
が
認
め

ら
れ
な
い
部
分
が
あ
り
、
章
題
は
中
段
か
下
段
の
途
中
で
終
わ
っ

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
二
号
木
贖
章
題
に
つ
い
て
も

完
結
し
た
状
況
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
一

号
木
韻
章
題
と
二
号
木
贖
章
題
と
が
同
一
の
著
作
で
あ
る
こ
と
を

裏
付
け
る
証
拠
は
、
形
式
面
か
ら
も
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
ず
、

む
し
ろ
両
者
の
形
式
は
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
著
作
の
章
題
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
一
号
木
贖
章
題
と
二
号
木
贖
章
題
と
が
そ
れ
ぞ
れ
別

種
の
著
作
の
章
題
で
あ
る
こ
と
は
、
定
州
漢
墓
竹
簡
『
儒
家
者
言
』

と
の
関
係
か
ら
も
傍
証
さ
れ
る
。
定
州
漢
墓
竹
簡
の
年
代
は
墓
主

で
あ
る
中
山
懐
王
劉
脩
の
卒
年
か
ら
五
鳳
三
年
（
前
五
五
）
以
前

の
書
写
と
推
定
さ
れ
、
仮
に
書
写
年
代
の
下
限
に
よ
っ
て
算
定
す

れ
ば
、
定
州
漢
墓
竹
簡
『
儒
家
者
言
』
は
阜
陽
漢
墓
木
贖
章
題
よ

り
約
―

1
0
年
後
の
書
写
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
注
8)°

一
号
木
贖

章
題
の
う
ち
第
四
•
六
•
八
•
十
一
・
十
ニ
・
十
九
・
ニ
十
三
・

二
十
八
•
三
十
八
•
三
十
九
•
四
十
•
四
十
三
•
四
十
四
•
四
十
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本
稿
で
は
、
一
号
木
贖
章
題
と
二
号
木
贖
章
題
お
よ
び
『
説
類
』

簡
を
同
種
の
著
作
と
見
る
胡
平
生
氏
の
見
解
に
つ
い
て
、
一
号
木

贖
章
題
と
二
号
木
韻
章
題
と
を
中
心
に
検
討
を
加
え
た
。
そ
の
結

果
、
胡
氏
の
根
拠
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
見
解
を
立
証
し
得
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
本
稿
の
検
討
に
よ
れ
ば
、

一
号
木
贖
章
題
と
二
号
木
贖
章
題
と
の
間
に
は
明
確
な
主
題
の
相

違
が
認
め
ら
れ
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
編
述
意
図
を
異
に
す
る
別
種

の
著
作
の
章
題
と
見
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
両
者
の
関

係
は
、
二
号
木
贖
章
題
と
同
類
の
性
格
を
も
っ
『
説
類
』
簡
と
一

号
木
贖
章
題
と
に
つ
い
て
も
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
注
9
)
0

し
た
が
っ
て
、
一
号
木
贖
章
題
と
二
号
木
贖
章
題
お
よ
び
『
説

類
』
簡
は
同
種
の
著
作
で
あ
る
と
の
前
提
か
ら
、
『
孔
子
家
語
』
は

孔
安
国
に
よ
っ
て
『
説
苑
』
や
『
新
序
』
と
共
通
の
母
体
か
ら
編

結

五ロ―
――
-
0
 

六
の
十
四
章
は
、
『
儒
家
者
言
』
に
も
同
じ
内
容
が
見
い
だ
さ
れ
る

が
、
二
号
木
贖
章
題
お
よ
び
『
説
類
』
簡
に
は
『
儒
家
者
言
』
と

共
通
す
る
章
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
一
号
木

贖
章
題
と
『
儒
家
者
言
』
と
の
密
接
な
関
係
を
示
す
と
同
時
に
、

一
号
木
贖
章
題
と
二
号
木
贖
章
題
と
が
別
種
の
著
作
の
章
題
で
あ

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

述
さ
れ
た
と
す
る
胡
氏
の
見
解
に
つ
い
て
も
、
再
考
の
余
地
が
生

ず
る
で
あ
ろ
う
。
胡
氏
は
『
孔
子
家
語
』
に
付
さ
れ
た
「
孔
安
国

序
」
を
孔
安
国
自
身
の
手
に
な
る
も
の
と
し
、
そ
こ
に
見
え
る
荀

卿
が
秦
の
昭
王
に
与
え
た
「
孔
子
之
語
及
諸
國
事
・
七
十
二
弟
子

之
言
凡
百
餘
篇
」
の
一
部
が
一
号
木
贖
章
題
・
二
号
木
贖
章
題
お

よ
び
『
説
類
』
簡
に
あ
た
る
と
見
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿

の
検
討
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
「
孔
子
之
語
及
諸
國
事
・
七
十
二
弟

子
之
言
凡
百
餘
篇
」
と
一
号
木
贖
章
題
と
二
号
木
贖
章
題
お
よ
び

『
説
類
』
簡
と
を
直
接
結
び
付
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
少
な

く
と
も
こ
の
点
を
も
っ
て
「
孔
安
国
序
」
の
信
憑
性
の
証
左
と
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

一
号
木
贖
章
題
は
、
す
で
に
西
漢
の
文
帝
期
以
前
に
お
い
て
『
孔

子
家
語
』
と
同
類
の
著
作
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
存
在
し
た
こ
と
を

実
証
す
る
も
の
で
あ
り
、
祖
本
の
成
立
は
さ
ら
に
戦
国
期
に
さ
か

の
ぼ
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
る
。
別
稿
で
は
こ
の
前
提
か
ら
、
一

号
木
贖
章
題
と
定
州
漢
墓
竹
簡
『
儒
家
者
言
』
や
『
孔
子
家
語
』

『
説
苑
』
『
新
序
』
な
ど
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
察
を
加

え
て
み
た
い
。
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注

め
た

(
1
)
阜
陽
双
古
堆
一
号
漢
墓
の
発
掘
状
況
や
阜
陽
漢
簡
に
つ
い
て
は
、

安
徽
省
文
物
工
作
隊
・
阜
陽
地
区
博
物
館
・
阜
陽
県
文
化
局
「
西
漢

汝
陰
侯
墓
発
掘
簡
報
」
（
『
文
物
』
一
九
七
八
年
第
八
期
）
、
阜
陽
漢
簡

整
理
組
「
阜
陽
漢
簡
簡
介
」
（
『
文
物
』
一
九
八
三
年
第
二
期
）
参
照
。

(
2
)
韓
自
強
『
阜
陽
漢
簡
《
周
易
》
研
究
』
以
前
に
お
い
て
、
胡
平
生

「
阜
陽
双
古
堆
漢
簡
奥
《
孔
子
家
語
》
」
（
『
国
学
研
究
』
第
七
巻
、
ニ

0
0
0年
）
に
一
号
木
積
章
題
と
二
号
木
積
章
題
の
釈
文
が
引
用
さ

れ
、
『
書
法
叢
刊
』
二

0
0
三
年
第
三
期
（
文
物
出
版
社
）
に
一
号
木

韻
章
題
の
図
版
・
釈
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(
3
)
本
稿
に
お
け
る
、
一
号
木
韻
章
題
・
ニ
号
木
韻
章
題
・
『
説
苑
』
．
『
新

序
』
の
引
用
は
以
下
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
。

•
一
号
木
韻
章
題
…
…
韓
自
強
『
阜
陽
漢
簡
《
周
易
》
研
究
』
所
収

「
附
録
一
阜
陽
西
漢
汝
陰
侯
墓
一
号
木
韻
《
儒
家
者
言
》
章
題
」

所
収
の
図
版
・
慕
本
・
釈
文
（
比
較
の
便
宜
上
、
重
文
•
合
文
を

通
行
の
表
記
に
改
め
、
一
部
の
文
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め
た
）

・
ニ
号
木
積
章
題
…
…
韓
自
強
『
阜
陽
漢
簡
《
周
易
》
研
究
』
所
収

「
附
録
二
阜
陽
西
漢
汝
陰
侯
墓
二
号
木
韻
《
春
秋
事
語
》
章
題

及
相
関
竹
簡
」
の
図
版
・
緑
本
・
釈
文
（
比
較
の
便
宜
上
、
重
文
・

合
文
を
通
行
の
表
記
に
改
め
、
一
部
の
文
字
を
通
行
の
字
体
に
改

・
『
説
苑
』
…
…
『
四
部
叢
刊
初
編
子
部
』
上
海
商
務
印
書
館
縮
印
平

湖
慈
氏
伝
撲
堂
蔵
明
紗
本

・
『
新
序
』
…
…
『
四
部
叢
刊
初
編
子
部
』
上
海
商
務
印
書
館
縮
印
江

南
図
書
館
蔵
明
翻
宋
刊
本

(
4
)
第
七
章
章
題
「
口
王
召
孔
子
」
の
第
一
字
は
、
摩
滅
し
て
文
字
が

不
鮮
明
で
釈
読
し
難
い
。
胡
氏
は
「
楚
」
と
釈
し
、
韓
氏
は
「
蜃
」

と
釈
し
て
「
但
細
看
木
積
照
片
「
王
」
前
一
字
像
似
「
蜃
」
字
、
稲

楚
王
為
荊
王
有
恨
多
例
子
稲
楚
王
為
「
置
王
」
還
没
見
到
先
例
」
と

述
べ
て
い
る
。

(
5
)
同
様
の
状
況
は
『
説
類
』
簡
•
相
関
竹
簡
に
も
認
め
ら
れ
る
。
胡

氏
に
よ
れ
ば
『
説
類
』
簡
五
十
五
章
の
う
ち
孔
子
や
弟
子
の
名
が
見

え
る
章
は
、
第
13
章
「
中
行
文
子
出
行
至
」
、
第
2
3
章
「
魯
人
攻
費
曾

子
辞
於
費
再
有
日
」
、
第
4
0
章
「
簡
子
有
臣
手
綽
赦
蕨
」
、
第
42
章
「
子

路
鼓
琴
孔
子
聞
之
謂
再
有
日
」
、
第
5
0
章
「
聴
其
言
而
観
其
行
」
の
五

章
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
韓
氏
の
「
相
関
竹
簡
」
二
十
五
章
の
第
十
四

章
、
第
六
章
に
対
応
し
て
図
版
・
慕
本
・
釈
文
が
備
わ
る
第
13
章
・

第
2
3
章
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
13
章
は
『
説
苑
』
権
謀
に
同
様
の
説

話
が
あ
り
、
辺
境
に
逃
亡
し
た
中
行
文
子
が
身
を
守
る
た
め
に
薔
夫

を
殺
し
た
事
件
と
そ
れ
を
伝
え
聞
い
た
孔
子
の
評
語
で
構
成
さ
れ
、

第
2
3
章
は
『
説
苑
』
尊
賢
に
同
様
の
説
話
が
あ
り
、
魯
人
の
攻
撃
を

受
け
た
郡
君
と
曾
子
と
の
問
答
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
中
行

文
子
の
逃
亡
や
魯
人
の
都
攻
撃
と
い
っ
た
歴
史
故
事
に
か
か
わ
る
説
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話
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
一
号
木
贖
章
題
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
儒
家
思

想
と
の
密
接
な
関
連
は
認
め
ら
れ
な
い
。
次
に
韓
氏
の
「
相
関
竹
簡
」

に
な
い
第
40
章
「
簡
子
有
臣
手
綽
赦
蕨
」
、
第
42
章
「
子
路
鼓
琴
孔
子

聞
之
謂
再
有
日
」
、
第
50
章
「
聴
其
言
而
観
其
行
」
の
う
ち
、
本
論
第

三
章
に
お
い
て
検
討
を
加
え
た
二
号
木
韻
章
題
第
十
五
章
と
対
応
す

る
第
4
0章
を
除
く
第

4
2章
•
第

5
0章
に
つ
い
て
見
る
と
、
不
可
解
な

こ
と
に
胡
氏
が
そ
の
直
前
に
列
挙
し
て
い
る
『
説
類
』
簡
五
十
五
章

の
章
題
で
は
、
第
42
章
が
「
詩
云
戸
鳩
在
桑
」
、
第
50
章
が
「
宋
昭
公

出
亡
至
於
郡
哨
然
嘆
日
」
と
な
っ
て
い
て
、
「
子
路
鼓
琴
孔
子
聞
之
謂

再
有
日
」
「
聴
其
言
而
観
其
行
」
の
二
章
は
ど
こ
に
も
見
い
だ
さ
れ
な

い
。
し
か
し
、
た
と
え
こ
の
二
章
を
考
慮
す
る
と
し
て
も
、
『
説
類
』

簡
と
一
号
木
讃
章
題
と
を
同
種
の
著
作
と
見
る
こ
と
は
到
底
困
難
で

あ
ろ
う
。

(
6
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
冨
谷
至
『
木
簡
•
竹
簡
の
語
る
中
国
古
代
』
（
岩
波

書
店
‘
二

0
0三
年
）
第
三
章
「
木
簡
と
竹
簡
」
参
昭
⑱

(
7
)

銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
に
つ
い
て
は
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
〔
登
〕
』
（
文

物
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
参
照
。

(
8
)
定
州
四
十
号
漢
墓
竹
簡
お
よ
び
『
儒
家
者
言
』
に
つ
い
て
は
、
河

北
省
文
物
研
究
所
「
河
北
定
県
40
号
漢
墓
発
掘
簡
報
」
、
定
県
漢
墓
竹

簡
整
理
組
「
定
県
40
号
漢
墓
出
土
竹
簡
簡
介
」
、
同
「
《
儒
家
者
言
》

釈
文
」
、
何
直
剛
「
《
儒
家
者
言
》
略
説
」
（
『
文
物
』
一
九
八
一
年
第

八
期
）
参
照
。

(
9
)
前
掲
注

(
5
)
参
照
。
な
お
、
二
号
木
韻
章
題
と
『
説
類
』
簡
と

の
関
係
に
つ
い
て
、
現
時
点
に
お
け
る
推
測
を
付
言
す
れ
ば
、
二
号

木
韻
章
題
の
う
ち
『
説
類
』
簡
と
の
間
に
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る

の
は
、
上
述
し
た
第
40
章
の
み
に
止
ま
る
よ
う
で
あ
り
、
二
号
木
韻

章
題
が
そ
の
ま
ま
『
説
類
』
簡
の
章
題
に
あ
た
る
可
能
性
は
低
い
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
二
号
木
韻
章
題
と
『
説
類
』
簡

と
は
春
秋
戦
国
期
の
故
事
に
関
連
す
る
説
話
と
い
う
点
で
強
い
共
通

性
を
も
つ
が
、
本
論
第
三
章
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
二
号
木
韻

章
題
の
説
話
に
は
、
為
政
者
の
行
為
に
対
し
て
臣
下
な
ど
が
諌
言
や

助
言
を
行
う
と
い
う
共
通
し
た
主
題
・
構
造
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対

し
、
『
説
類
』
簡
に
は
そ
う
し
た
全
体
的
な
特
色
を
認
め
が
た
い
よ
う

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
も
先
の
推
測
を
裏
付
け
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
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[
正
面
]

1

子
日
言
病
則
豪

2

子
思
日
學
所
以
盛
材

3

子
日
北
方
有
獣

4

孔
子
之
匡

5

陽
子
日
事
可
之
貧

6

白
公
勝
試
其
君

7

中
尼
之
楚
至
察

8

齊
景
公
問
子
籟
子
誰
師

9

季
康
子
謂
子
滸

10
子
籟
見
文
子
言

11
趙
襄
子
謂
中
尼

12
孔
子
臨
河
而
歎

13
孔
子
眸
西
滸
至
宋

1
4
魯
哀
公
問
孔
子
嘗
今
之
時

15
孔
子
日
丘
死
商
盆

16

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

17
孔
子
見
衛
盤
公
口
歎
且

18
子
路
之
上
趙
也

No. 

一
号
木
韻
章
題

[
別
表
―
]
「
一
号
木
讀
章
題
」

別
表
凡
例

一
皆
見
表

孔
子
（
内
容
未
詳
）

子
思

孔
子

孔
子

楊
子
・
僕
子

白
公
勝
・
屈
鷹

孔
子
・
子
路

子
貢
•
斉
景
公

子
滸
・
季
康
子

子
貢
・
衛
将
軍
文
子

孔
子
・
趙
襄
子
・
子
路

孔
子
・
子
路

孔
子
・
宋
君

孔
子
・
魯
哀
公

孔
子（

内
容
未
詳
）

孔
子
・
衛
霊
公

子
路

登
場
人
物

『
説
苑
』
政
理
・
『
家
語
』
賢
君

『
説
苑
』
建
本

『
説
苑
』
復
恩

『
説
苑
』
雑
言
・
『
家
語
』
困
誓

『
説
苑
』
権
謀

『
新
序
』
義
勇

『
説
苑
』
雑
言
・
『
家
語
』
困
誓

『
説
苑
』
善
説

『
説
苑
』
貴
徳

『
説
苑
』
善
説

『
説
苑
』
善
説

『
説
苑
』
権
謀
・
『
家
語
』
困
誓

『
説
苑
』
政
理
・
『
家
語
』
賢
君

『
説
苑
』
尊
賢
・
『
家
語
』
賢
君

『
説
苑
』
雑
言
・
『
家
語
』
六
本

伝
存
文
献

一
号
木
閥
章
題
・
ニ
号
木
韻
章
題
の
釈
文
は
、
韓
自
強
『
阜
陽
漢
簡
《
周
易
》
研
究
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
四
年
）

所
収
「
附
録
一
阜
陽
西
漢
汝
陰
侯
墓
一
号
木
讀
《
儒
家
者
言
〉
〉
章
題
」
「
附
録
二
阜
陽
西
漢
汝
陰
侯
墓
二
号
木
阻

《
春
秋
事
語
》
章
題
及
相
関
竹
簡
」
の
図
版
・
翠
本
・
釈
文
に
よ
り
、
重
文
•
合
文
を
通
行
の
表
記
に
改
め
、
一
部
の
文
字
を
通

行
の
字
体
に
改
め
た
。

二
、
「
登
場
人
物
」
欄
に
は
、
便
宜
上
、
各
章
に
直
接
登
場
し
て
固
有
名
詞
が
記
さ
れ
た
人
物
を
挙
げ
た
。

三
、
「
伝
存
文
献
」
の
欄
に
は
、
各
章
題
に
対
応
す
る
内
容
を
も
つ
と
見
な
さ
れ
る
伝
存
文
献
に
つ
い
て
書
名
・
篇
名
等
を
掲
げ
た
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
伝
存
文
献
の
全
て
を
網
羅
す
る
も
の
で
は
な
い
。
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2

子
路
行
辟
中
尼
敢
問
新
交
取
親

2
0
孔
子
行
母
蓋

21
子
日
里
君
子
不
可
不
學

22
子
日
不
観
高
岸

23
子
籟
問
孔
子
日
賜
為
人
下

24
子
日
自
季
宣
子
賜
我

[
背
面
]

25
子
路
問
孔
子
日
治
國
何
如

26
子
籟
問
中
尼
日
死
□
□
知
母
口

2
7
子
路
持
剣
孔
子
問
日

28
孔
子
之
楚
有
獣
魚
者

29
曾
子
問
日
□
子
送
之

30
曾
子
日
郷
不
辟
聖

31
公
孟
子
高
見
顧
孫
子
莫

32
子
夏
問
中
尼
日
顔
淵
之
為
人

3
3
子
日
康
為
有
證
癸

34
□
公
問
萬
邦
子
之
病

3
5
□

D
□
君
子
有
三
務

36
ロ
ロ
ロ
有
死
徳
三

37
□
山
問
孔
子

38

孔
子
間
慮
氣
焉
歎

39
曾
子
有
疾
公
孟
問
之

40
楚
伐
陳
陳
西
門
幡

41
孔
子
見
季
康
子

42
中
尼
日
史
蛤
有
君
子
之
道
三

43
晏
子
聘
於
魯

44
子
路
行
僻
中
尼
中
尼
日
曾
女
以
車

45
衡
人
植
子
路

46
孔
子
之
周
観
大
廟

47
孔
子
問
日

D
□
上
其
配
上
口
之

孔
子
・
子
路

孔
子
・
子
貢

孔
子
・
子
路

孔
子

曾
子
（
内
容
未
詳
）

曾
子

曾
子
・
公
孟
子
高
・
顧
孫
子
莫

孔
子
・
子
夏

孔
子
（
内
容
未
詳
）

（
内
容
未
詳
）

孔
子（

内
容
未
詳
）

孔
子
（
内
容
未
詳
）

孔
子
・
子
路

曾
子
・
公
孟

孔
子
・
子
路

孔
子
・
季
康
子
・
宰
我

孔
子

孔
子
・
子
貢
・
晏
子

孔
子
・
子
路

子
路

孔
子

孔
子
（
内
容
未
詳
）

孔
子
・
子
路

孔
子

孔
子
・
孔
鯉

孔
子

孔
子
・
子
貢

孔
子

『
家
語
』

『
説
苑
』
雑
言
・
『
家
語
』
子
路
初
見

『
説
苑
』
雑
言
・
『
家
語
』
致
思

『
説
苑
』
建
本
・
『
家
語
』
致
思

『
説
苑
』
雑
言
・
『
家
語
』
困
誓

『
説
苑
』
臣
術
・
『
家
語
』
困
誓

『
説
苑
』
雑
言
・
『
家
語
』
致
思

『
説
苑
』
尊
賢
・
『
家
語
』
賢
君

『
説
苑
』
絣
物
・
『
家
語
』
致
思

『
説
苑
』
貴
徳
・
『
家
語
』
好
生

『
説
苑
』
貴
徳
・
『
家
語
』
致
思

『
説
苑
』
雑
言

『
説
苑
』
修
文

『
説
苑
』
雑
言
・
『
家
語
』
六
本

一
恕
・
『
荀
子
』
法
行

『
説
苑
』
尊
賢
・
『
家
語
』
賢
君

『
説
苑
』
修
文
・
『
論
語
』
泰
伯

『
説
苑
』
立
節
・
『
韓
詩
』
巻
一

『
説
苑
』
政
理
・
『
家
語
』
子
路
初
見

『
説
苑
』
雑
言
・
『
家
語
』
六
本

『
晏
子
』
雑
上
・
『
韓
詩
』
巻
四

『
説
苑
』
雑
言
・
『
家
語
』
子
路
初
見

『
家
語
』
曲
礼
子
夏
問
・
『
礼
記
』
壇
弓
上

『
説
苑
』
敬
慎
・
『
家
語
』
観
周
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[
正
面
]

1

ロ
ロ
ロ
ロ
□
嘉

2

□
口
□
国
衷
不
更

3

闇
国
國
葉
施
祁
之
蛋

4
闇
由
公
使
国
郷
聘
於
臭

5

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
有
躙
園

6

□
口
口
豪
口

7

□
王
召
孔
子

8

呉
人
入
郡

9
芋
手
棘
園

1
0
晉
文
公
逐
塵

ll
晉
文
君
之
時
租
人
獣
衝
狐

1
2
韓
武
子
田
獣
己
飯

1
3
簡
子
春
築
蛋

14
晉
文
君
伐
衛

15
簡
子
有
臣
手
津

1
6
簡
子
攻
衛
之
附
郭

17
夏
徴
舒
試
陳
霊
公

1
8
霊
王
園
諸
侯

1
9
景
公
為
睾
墨
成

20
陽
虎
為
難
於
魯

-21
晉
韓
宣
子

[
別
表
二
]
コ
一
号
木
韻
章
題
」
一
覧
表

油

号

木

贖

章

題

（
内
容
未
詳
）

（
内
容
未
詳
）

晋
平
公
・
師
職

晋
平
公
・
叔
需

（
内
容
未
詳
）

（
内
容
未
詳
）

楚
昭
王
・
子
西

陳
懐
公
・
逢
滑

楚
霊
王
・
芋
弄
．
棘
閾

晋
文
公
・
簗
武
子

晋
文
公
・
槃
枝

韓
武
子
・
築
懐
子

趙
簡
子
・
手
鐸

晋
文
公
・
公
子
慮

趙
簡
子
・
手
綽
•
孔
子

趙
簡
子
（
内
容
未
詳
）

陳
霊
公
•
夏
徴
舒

楚
霊
王
・
叔
挙
・
司
馬
侯

景
公
・
晏
子

陽
虎
・
斉
公
・
飽
文
子

晋
韓
宣
子
（
内
容
未
詳
）

登
場
人
物

宣
公
十
年

『
新
序
』
善
謀

『
説
苑
』
正
諌

『
説
苑
』
権
謀

『
説
苑
』
雑
言

『
説
苑
』
善
説

『
国
語
』
呉
語

『
新
序
』
雑
事

『
説
苑
』
政
理

『
説
苑
』
君
道

『
説
苑
』
貴
徳

『
説
苑
』
権
謀

『
説
苑
』
臣
術

『
説
苑
』
饒
物

『
説
苑
』
正
諫

伝
存
文
献
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孟
自
面
]

22

闇
肉
督
於
海

23

□
口
陽
虎

24
衛
璽
公
築
□
口

2
5
魏
文
侯
輿
大
夫
飲

2
6
魯
孟
猷
子
聘
於
晉

2
7
＿
趙
襄
子
飲
酒
五
日

2
8
齊
景
公
飲
酒
而
楽

29
晉
□
口
口

30

□
田

m凶
問

31

ロ
ロ
ロ
□
亡

[
残
片
]

32
楚
荘
王
□
口

3
3
魏
文
侯
輿
田
子
国
閾

l

34

或
謂
圃
圃
田

l

3
5
晉
平
公
園
圏
圏

l

3
6
園
叔
孫
文
子

3
7
旺
王
不
野

38
楚
王

39
口
蜜

4
0
介
子

晉

斉
景
公
・
顔
燭
趨

陽
虎
（
内
容
未
詳
）

衛
霊
公
（
内
容
未
詳
）

魏
文
侯
・
公
乗
不
仁

魯
孟
献
子
・
韓
宣
子
・
孔
子

趙
襄
子
・
優
莫

斉
景
公
・
梁
丘
子
・
晏
子

（
内
容
未
詳
）

田
子
方
（
内
容
未
詳
）

（
内
容
未
詳
）

楚
荘
王
（
内
容
未
詳
）

魏
文
侯
•
田
子
方

趙
簡
子

晋
平
公
・
叔
向

衛
叔
孫
文
子
・
王
孫
夏

楚
荘
王
（
内
容
未
詳
）

（
内
容
未
詳
）

（
内
容
未
詳
）

（
内
容
未
詳
）

『
説
苑
』
復
恩

『
説
苑
』
君
道

『
説
苑
』
貴
徳

『
説
苑
』
反
質

『
説
苑
』
善
説

『
新
序
』
刺
奢

『
新
序
』
刺
奢

『
新
序
』
刺
奢

『
説
苑
』
正
諫

符
記
]
本
稿
は
、
平
成
十
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

(
C
)

「
戦
国
秦
漢
筆
記
文
字
の
基
礎
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。
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